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(57)【要約】
　　【課題】　必要な強度を確保し、外部電源を使用す
ることなく防護柵の存在を知らしめ、歩行者への足元を
照明する発光防護柵を提供する。
　　【解決手段】　垂直支柱の間に複数の横パイプを掛
け渡してなる防護柵において、少なくとも１つの横パイ
プ１２は発光機能を備え、発光横パイプは金属製の半パ
イプ１２Ｂの上側開口を光透過性のカバー１２Ａで封鎖
した構造をなし、発光横パイプの両端部は垂直支柱１１
のブラケット１１Ａに取付け可能となし、発光横パイプ
の光透過性カバーの下側にはソーラパネル２１が配置さ
れ、発光横パイプ内にはコントローラ２２、蓄電池２３
及び出力回路２４が内蔵され、発光横パイプの金属製の
半パイプは外面に長手方向に伸びる嵌込み凹溝を備え、
嵌込み凹溝には発光モジュール２５が嵌め込まれ、昼間
にはコントローラがソーラパネルの発電電力を蓄電池に
蓄電し、夜間には蓄電池の電力を出力回路に与えて発光
モジュールを発光させる。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接する垂直支柱の間に複数の横パイプを上下に間隔をあけて掛け渡してなる防護柵に
おいて、
　上記複数のうちの少なくとも１つの横パイプ（１２）は発光する機能を備え、該発光横
パイプ（１２）は金属製の半パイプ（１２Ｂ）の上側開口を光透過性のカバー（１２Ａ）
で封鎖した構造をなし、該発光横パイプ（１２）の両端部は垂直支柱（１１）のブラケッ
ト（１１Ａ）に取付け可能となっており、上記発光横パイプ（１２）の光透過性カバー（
１２Ａ）の下側にはソーラパネル（２１）が配置されているとともに、上記発光横パイプ
（１２）内にはコントローラ（２２）、蓄電池（２３）及び出力回路（２４）が内蔵され
ており、上記発光横パイプ（１２）の金属製の半パイプ（１２Ｂ）は外面に長手方向に伸
びる嵌込み凹溝を備え、該嵌込み凹溝には発光モジュール（２５）が嵌め込まれ、
　昼間には上記コントローラ（２２）が上記ソーラパネル（２１）の発電電力を上記蓄電
池（２３）に蓄電する一方、夜間には上記コントローラ（２２）が上記蓄電池（２３）の
電力を上記出力回路（２４）に与えて上記発光モジュール（２５）を発光させるようにな
っていることを特徴とする発光防護柵。
【請求項２】
　上記発光横パイプ（１２）の光透過性のカバー（１２Ａ）は透明又は半透明なポリカー
ボネート樹脂製半パイプであり、上記光透過性横パイプ（１２）の金属製の半パイプ（１
２Ｂ）はアルミ合金製の半パイプである請求項１記載の発光防護柵。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は発光防護柵に関し、特に必要な強度を確保しつつ防護柵の存在を知らしめ、あ
るいは歩行者への足元を照明するようにした防護柵に関する。
【背景技術】
【０００２】
  例えば、車道の間や歩道と車道との間を防護柵で仕切ったり、あるいは公園や河川の境
界に防護柵を設け、歩行者や自転車が事故にあったり転落したりするのを防護することが
行われている。
【０００３】
　しかし、街灯などのない場所では夜間に防護柵が見え難く、安全性を確保し難いことも
ある。
【０００４】
　これに対し、鋼管外面に凹溝を長手方向に延びて形成し、凹溝に棒状の発光部材を嵌め
込み、発光部材の端面と対向する位置に発光源を配置し、端面からの光の照射で発光部材
を発光させるようにした発光防護柵が提案されている（特許文献１）。
【０００５】
　また、透明又は半透明な中空円筒パイプ内に基板を挿入し、この基板に電源及び制御信
号の接続部分を設けるとともに、ＬＥＤを搭載して中空円筒パイプを発光させるようにし
た手摺りが提案されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２７４３８号公報
【特許文献２】特開２００５－２６６４９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】



(3) JP 2019-7259 A 2019.1.17

10

20

30

40

50

　しかし、特許文献１記載の発光防護柵では棒状の発光部材の端面と対向する位置に発光
源を配置し、発光源に外部電源から電力を供給する必要があった。
　また、特許文献２記載の手摺りでは材質上、強度が不足し、車道の間や歩道と車道との
間を仕切ったり公園や河川の境界に設ける防護柵には使用し難い。
【０００８】
  本発明はかかる問題点に鑑み、外部電源を必要とせず、しかも十分な強度を確保できる
ようにした発光防護柵を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そこで、本発明に係る発光防護柵は、隣接する垂直支柱の間に複数の横パイプを上下に
間隔をあけて掛け渡してなる防護柵において、上記複数のうちの少なくとも１つの横パイ
プは発光する機能を備え、該発光横パイプは金属製の半パイプの上側開口を光透過性のカ
バーで封鎖した構造をなし、該発光横パイプの両端部は垂直支柱のブラケットに取付け可
能となっており、上記発光横パイプの光透過性カバーの下側にはソーラパネルが配置され
ているとともに、上記発光横パイプ内にはコントローラ、蓄電池及び出力回路が内蔵され
ており、上記発光横パイプの金属製の半パイプは外面に長手方向に伸びる嵌込み凹溝を備
え、該嵌込み凹溝には発光モジュールが嵌め込まれ、昼間には上記コントローラが上記ソ
ーラパネルの発電電力を上記蓄電池に蓄電する一方、夜間には上記コントローラが上記蓄
電池の電力を上記出力回路に与えて上記発光モジュールを発光させるようになっているこ
とを特徴とする。
【００１０】
　本発明の特徴の１つは発光横パイプを金属製の半パイプの上側開口を光透過製のカバー
で封鎖した構造となした点にある。
　これにより、金属製の半パイプによって発光横パイプの強度を確保でき、車道の間や歩
道と車道との間を仕切ったり公園や河川の境界に設ける防護柵に十分に採用できる。特に
、発光横パイプに断面円形を採用すると、強度を更に向上できる。
【００１１】
　また、本発明の第２の特徴は光透過性カバーの下側にソーラパネル、蓄電池、コントロ
ーラ及び出力回路を内蔵するとともに、半パイプの嵌込み凹溝に発光モジュールを嵌め込
むようにした点にある。
　これにより、外部電源を使用することなく、横パイプを明るく光らせることができ、歩
行者を案内し、車両の運転手や歩行者の注意を喚起して通行の安全を確保できる。
【００１２】
　光透過性カバーには例えば透明又は半透明なポリカーボネート樹脂製半パイプを用いる
ことができ、金属製の半パイプにはアルミ合金製の半パイプを使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る発光防護柵の好ましい実施形態を示す概略正面図である。
【図２】上記実施形態を示す要部斜視部である。
【図３】上記実施形態における発光横パイプの構造を示す図である。
【図４】上記実施形態における機能ブロックを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
  以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。図１ないし図４は本発明に
係る発光防護柵の好ましい実施形態を示す。図において、発光防護柵１０はアルミ合金製
の左右の垂直支柱１１の間に３本の横パイプ１２、１３を上下に間隔をあけて掛け渡して
構成され、下側２段の横パイプ１３には鋼管が用いられている。
【００１５】
　垂直支柱１１にはパイプ製の取付けブラケット１１Ａが固定され、取付けブラケット１
１Ａには横パイプ１１、１２の両端部が差し込まれ、ねじやボルト等の適切な固定手段（
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図示せす）によって締付け固定されている。
【００１６】
　上段の横パイプ１２は発光する機能を有し、該発光横パイプ１２はアルミ合金製の半パ
イプ１２Ｂの上側開口を透明又は半透明なポリカーボネート樹脂製の光透過性のカバー１
２Ａで封鎖し、カバー１２Ａと半パイプ１２Ｂとは接着剤によって接着して水密構造とな
っている。
【００１７】
　発光横パイプ１２の光透過性カバー１２Ａの下側にはソーラパネル２１が嵌め込まれ、
又発光横パイプ１２内にはソーラパネル２１の下側にコントローラ２２、蓄電池２３及び
出力回路２４が内蔵され、又発光横パイプ１２の金属製の半パイプ１２Ｂの外側面には嵌
込み凹溝が長手方向に伸びて形成され、嵌込み凹溝にはＬＥＤ発光モジュール２５が嵌め
込まれ、斜め下方に光りを照射するようになっている。
【００１８】
　コントローラ２２は昼間にはソーラパネル２１の発電電力を蓄電池２３に蓄電し、夜間
には蓄電池２３の電力をＬＥＤ出力回路２４に出力してＬＥＤ発光モジュール２５を発光
させるようになっている。
【００１９】
　ここで、コントローラ２２はＣＰＵ等によって構成してもよく、シーケンサで構成する
こともできる。また、昼間と夜間の切り替えはソーラパネル２１の発電電力を閾値と比較
して昼間と夜間を判定して自動点灯・自動消灯させることもでき、タイマーの時刻から昼
間と夜間を識別して自動点灯・自動消灯させるようにしてもよい。
【００２０】
　また、ＬＥＤ発光モジュール２５の点灯時間はユーザーが任意に選択できるようにして
もよく、又ＣＲ回路によって蓄電池２３の出力電力に応じて点灯時間を制御するようにし
てもよい。
【００２１】
　以上のように、金属製半パイプ１２Ｂが高強度であり、しかもパイプが断面円形である
ので、十分な強度を確保でき、車道の間や歩道と車道との間を仕切ったり公園や河川の境
界に設ける防護柵に十分に採用できる。
【００２２】
　また、光透過性カバー１２Ａを採用し、その下側にソーラパネル２１、蓄電池２３、コ
ントローラ２２及びＬＥＤ出力回路２４を内蔵し、金属製半パイプ１２Ｂの外側面にＬＥ
Ｄ発光モジュール２５を嵌め込むようにしたので、外部電源を用いることなく、横パイプ
１２をを明るく光らせることができ、歩行者を案内し、車両の運転手や歩行者の注意を喚
起して通行の安全を確保できる。
【符号の説明】
【００２３】
　　１０　　　発光防護柵
　　１１　　　垂直支柱
　　１２　　　発光横パイプ
　　１３　　　横パイプ
　　１２Ａ　　　光透過性のカバー
　　１２Ｂ　　　金属製半パイプ
　　２１　　　ソーラパネル
　　２２　　　コントローラ
　　２３　　　蓄電池
　　２４　　　ＬＥＤ出力回路
　　２５　　　ＬＥＤ発光モジュール
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